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人類の活動は光合成により固定化された炭素に依存

食料：狩猟型社会 ⇒ 耕作型社会

エネルギー・材料： 狩猟型社会の継続

炭素狩猟による環境問題

古代：森林の破壊、砂漠化

現代：CO2の排出・蓄積による地球温暖化、気候変動

大量のプラスチックによる海洋汚染

拠点の構想

2

食料に加え、エネルギー・材料も含めた
「炭素耕作（Carbon Cultivation）による循環型社会」
の実現による炭素狩猟型社会からの脱却
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炭素耕作による炭素循環型社会実現

CO2

持続可能なバイオマス耕作技術の確立

炭素耕作による材料開発
技術の確立

炭素耕作を受容する社会の実現

東京農工大学、太平洋セメント
日本バイオデータ

吸収

食料

早稲田大学、日本工学アカデミー
東京都、流通系企業

東京農工大学、弘前大学
産業技術総合研究所
長岡技術科学大学
日本バイオデータ
ライケット, AGC

地球環境産業技術研究機構
弘前大学、東京農工大学

日本バイオデータ
津軽バイオマスエナジー

材料
CO2

貯蔵

燃料

H2

CO2

再吸収

メタン
窒素、リン

東京農工大学、産業技術総合
研究所、三菱ケミカル株式会社

日本バイオデータ

廃棄物

ゼロエミッションバイオマス
燃料供給システムの確立

持続可能な廃棄物フリーバイオエコミー
のためのリサイクル技術の確立
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ターゲットと研究開発課題

持続可能なバイオマス材料
開発

目標1:次世代イネ品種の開発
目標2;木質系バイオマス新種の
効率的育種技術の開発
目標3:海洋藻類の効率的な新種
開発
CoP目標（目標4):次世代イネ品
種,木質系バイオマス新種,微細
藻類新種開発
課題目標(目標5):社会実装のた
めの生産現場におけるバイオ
マス生産実証の実施

バイオマス由来材料の開発
目標6:ターゲットバイオマス全
構成成分の50%の開発
目標7:ターゲットバイオマス全
構成成分の70%以上の開発
CoP目標（目標8):スケールアッ
プストラテジーを構築
課題目標(目標9):多品目のバイ
オマスプラスチックを創出お
よび高機能化することでバイ
オマス全成分に対する用途開
発を実現

バイオマス燃料生産技術の
開発

目標10:多様なバイオマスの特
性比較に基づく原料の設定
目標11:高効率バイオマス変換
複合システムの設定
目標12:液体燃料及び水素製造
の基盤技術の確立
CoP目標（目標13):目標液体燃
料コストに必要なバイオマス
変換プロセスの技術実証
課題目標(目標14):目標水素コ
ストに必要なバイオマス変換
プロセスの技術実証

メタン発酵を用いた廃棄物
リサイクルシステムの開発
目標15:高効率バイオガス回収
技術の確立
目標16:メタン発酵残渣の炭化
による吸着剤、微生物タンパ
ク質プロセスの開発
CoP目標（目標17):メタン発酵
活性の高い微生物を5種以上同
定、窒素・リン吸着剤を2種類
以上開発
課題目標(目標18):メタン収量
及び微生物タンパク質産生能
力 目標値を達成。

社会的受容性の評価手法開発
目標19:社会受容性の分析と新しい価値指標の設計
目標20: ICTの活用による価値マネジメント技術開発
CoP目標（目標21):アジアにおける社会受容性の分析と価値指標の共有、
連携モデルの提案
課題目標(目標22):複数の製品の生産、流通や資源回収等をモデルとしたマ
ネジメント体系の確立と一部社会実装

Target 1 Target 2 Target 3 Target 4

Target 5

持続可能なバイオマス耕
作技術の確立

炭素耕作による材料開発
技術の確立

ゼロエミッションバイオマ
ス燃料供給システムの確立

持続可能な廃棄物フリーバ
イオエコミーのためのリサ

イクル技術の確立

炭素耕作を受容する社会の実現
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運営体制

副PL: 佐藤嘉記

財務委員会

学長

研究担当理事

PL: 養王田正文

拠点運営機構

外部評価委員会

運営委員会

マネジメント
部門

外部リソース
委員会

研究開発課題１
リーダー

大川泰一郎

研究開発課題 2
リーダー
吉田誠

研究開発課題 3
リーダー
乾将行

研究開発課題 4
リーダー
寺田昭彦

研究開発課題 5
リーダー
永井祐二

弘前大学
責任者: 官 国清

人材育成
委員会

執行部会

知的財産管理
委員会

国際連携
委員会

社会連携
委員会

研究開発企画
委員会

長岡技術科学大学
責任者:政井 英司

早稲田大学
責任者:永井 祐二

産業技術総合研究所
責任者:長畑 律子

地球環境産業技術研究機構
責任者:乾 将行

日本工学アカデミー
責任者:西嶋 昭生

東京都
責任者:古澤 康夫

三菱ケミカル株式会社
責任者:佐藤 嘉記

太平洋セメント株式会社
責任者:明戸 剛

日本バイオデータ
責任者:緒方 法親

株式会社ライケット
責任者::河村 泰輔

AGC株式会社
責任者:浜崎 一夫

株式会社津軽バイオマスエ
ナジー 責任者:奈良 進

協力機関： バイオマスレジン など 多数


